








イベント告知をちいき新聞で
無料の先行記事で掲載

ちいき新聞で
プロモーション

イベントを応援している人から
クラウドファンディングで

お金を募る

広告費創出型クラウドファンディング
クラウドファンディングを活用したビジネスモデル

新型ビジネスモデル構想 -①クラウドファンディング05 StrategicPlan Ⅵ



ジェフユナイテッド市原・千葉をジェフユナイテッド市原・千葉を

「テキストテキストテキスト」
テキストテキストテキストテキストテキス
トテキストテキストテキストテキストテキ
ストテキストテキストテキストテキストテ
キストテキストテキストテキストテキスト
テキストテキストテキストテキスト

で　　　　　 しよう！応援
クラウドファンディングクラウドファンディング

READY FORにて
クラウドファンディング挑戦中！
説明テキスト説明テキスト説明テキスト
説明テキスト説明テキスト説明テキスト

2025

5/1  ～6/30TH
U

M
ON

広告例

ジェフユナイテッド市原・千葉応援号でのCF
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※打診中



千葉芸術祭 等 ジェフユナイテッド
市原・千葉 等

上総いちはら
国府祭り 等

行政 スポーツ お祭・花火大会

クラウドファンディングを活用したビジネスモデル
想定する広告主（打診中）
イベントのターゲットが県民やファンの興行主

打診中 打診中 打診中
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クライアント側の
メリット

地域新聞社の
特殊優位性

C

記事による
先行紙面化

有料記事広告の
受注

最初に無料で
告知ができる 自分の

好きや応援が
形になる

読者・ファン側の
インセンティブ

WIN

WIN

WIN

WIN

アセット
活用

クラウドファンディング×記事＝無限大の効果∞

予算外の
プロモーション費用

を獲得

１

2
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自社のアセットを
活用（　　　）



新型ビジネスモデル構想

05

StrategicPlan Ⅵ

①クラウドファンディング × 記事

②ペルソナデータベース創出型モデル×A I



AIを活用したペルソナデータベースの創出
収集したデータベースをAIのスコープとし、クライアントにピンポイントで
セールスマーケティングを展開していきます。

新型ビジネスモデル構想 -②ペルソナデータベース05 StrategicPlan Ⅵ

アドバイザリーボード
高柳 浩 教授
生成 AI 研究開発



1,500人 /県内

読者モデル 座談会 商品開発 イベント運営

千葉県に住むママ達によるコミュニティ

読者 読者モデルやイベント講師など、
地域のママたちが輝ける場の提供

新型ビジネスモデル構想 -②ペルソナデータベース05 StrategicPlan Ⅵ



例：赤ちゃん号

毎週水・木・金曜日配布 
 購読料無料 ／ ポスティング

202X年X月XX日号

○○○○版
VOL.0000　発行部数00,000部
総発行部数0,000,000部　全00版

https://www.facebook.com/chiikishinbun/@chiikishinbun @chiikinews_editor

ちいき新聞へのお問い合わせは ※音声ガイダンスに従ってご用件をお話しください0120-000-000 受付／平日10：00～18：00 ※土日祝日は休み xxxxxxx@chiikinews.co.jp

様々な切り口で
人にフォーカスした記事

赤ちゃん号 七五三号 入学・卒業号

…∞

無限に可能なペルソナデータベースの創造
＝AIによるマネージ
人にフォーカスした記事（無料 or少額）を企画する事で、
載りたい人を集める事ができる

新型ビジネスモデル構想 -②ペルソナデータベース05 StrategicPlan Ⅵ



2025 年は約 800人の応募

離乳食開発をしている
企業がアプローチしたい層

新生児がいる家庭

=

例：パルシステム（離乳食）など

例：赤ちゃん号

毎週水・木・金曜日配布 
 購読料無料 ／ ポスティング

202X年X月XX日号

○○○○版
VOL.0000　発行部数00,000部
総発行部数0,000,000部　全00版

https://www.facebook.com/chiikishinbun/@chiikishinbun @chiikinews_editor

ちいき新聞へのお問い合わせは ※音声ガイダンスに従ってご用件をお話しください0120-000-000 受付／平日10：00～18：00 ※土日祝日は休み xxxxxxx@chiikinews.co.jp

データの蓄積（赤ちゃん号の場合）
’25年生まれ、’26 年生まれ…と毎年新しい 800 名規模の
グループができる

新型ビジネスモデル構想 -②ペルソナデータベース05 StrategicPlan Ⅵ



例：赤ちゃん号

2025 年
誕生

0歳

ベ
ビ
ー
用
品

離
乳
食

ラ
ン
ド
セ
ル

習
い
事

制
服
取
扱
店

学
習
塾

制
服
取
扱
店

学
習
塾

呉
服
店
・
引
越
し

不
動
産
屋

呉
服
店
・
引
越
し

不
動
産
屋

2032年
小学校入学
七五三

7歳

呉
服
店

写
真
館

2028 年
七五三

3歳

呉
服
店

写
真
館

2030 年
七五三

5歳

2038 年
中学校入学

13歳

2041年
高校入学

16歳

2043 年
成人

18歳

2047年
大学卒業

22 歳

ライフステージに合わせた提案
ストック型データベースの創出

新型ビジネスモデル構想 -②ペルソナデータベース05 StrategicPlan Ⅵ



企画進行中事例：誕生日さん、いらっしゃい♪
3月28日号に掲載

新型ビジネスモデル構想 -②ペルソナデータベース05 StrategicPlan Ⅵ
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Why 上場？？？

06



地域限定のフリーペーパー

上場している意味わからん！

StrategicPlan ⅥWhy上場？？？06

投資家からの問いQ



地域の人が株主となって
支えている会社

地域に便益を
提供している会社

見つけた答え

StrategicPlan ⅥWhy上場？？？06

A



4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

2024/2/29 2024/8/31 2024/10/15 2025/2/28

株主数の推移（過去１年間）

千葉

株主数 1,763名
その他 1,275名

東京 278名
千葉 210名

株主数 2,231名
その他 1,621名

東京 347名

千葉 263名

株主数 3,699名
その他 2,061名

東京 604名

千葉 1,034名

株主数 1,216名
その他 859名

東京
千葉

196名
161名

72.3％

15.8％

11.9％

72.6％

15.6％

11.8％

55.7％

16.3％

28.0％
70.6％

16.1％
13.2％
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①Chiikiグループ（仮）に Join

②地元の優良企業のオーナーや経営者が
　地域新聞社の大株主になる

地
元
の
老
舗
優
良
企
業大株主になる

地域共創プラットフォームの実現
地域の優良企業と協調共存する上場企業としての地域新聞社

StrategicPlan ⅥWhy上場？？？06

※地域共創プラットフォームのビジネスモデルは慶應義塾大学岩尾俊兵准教授の著作物（岩尾 , 2024; 2025 ほか）から発想を得たものです。



地域の老舗優良企業の社長が保有している自社株

A社 B社 C社

オーナー社長 オーナー社長 オーナー社長

A社株 B社株 C社株

画期的！株式交付手法の活用

StrategicPlan ⅥWhy上場？？？06



地域新聞社

譲る譲る 譲る譲る譲る譲る

A社株 B社株 C社株

オーナー社長 オーナー社長オーナー社長 オーナー社長

地域老舗優良企業の
オーナーが保有している
自社株を、地域新聞社に
譲る

A社 B社 C社

プロセス1

StrategicPlan ⅥWhy上場？？？06



地域新聞社

A社 B社 C社

地域新聞社グループ

地域新聞社と
老舗優良企業 ABCは
グループ会社となる

プロセス1の結果

StrategicPlan ⅥWhy上場？？？06



株を譲ったオーナー社長
には対価としてお金では
無く地域新聞社の株を
交付する

交付

A社 B社 C社
オーナー社長 オーナー社長オーナー社長 オーナー社長

地域新聞社

交付 交付

地域新聞社株 地域新聞社株 地域新聞社株

プロセス2

StrategicPlan ⅥWhy上場？？？06



地域新聞社

法的には子会社であるが
上下関係のないDAO型組織

A社

B社

C社

上
場
企
業
の
グ
ル
ー
プ
会
社

地域の人が株主となって
支えている会社

プロセス1・2の結果

地
域
新
聞
社
の
大
株
主
た
ち

A社の
元オーナー

B社の
元オーナー

C社の
元オーナー

StrategicPlan ⅥWhy上場？？？06



地域の優良企業と協調共存する上場企業としての地域新聞社

地域新聞社のあり姿 中小企業のメリット オーナー社長のメリット

C

地域のために便益を提供する
地域の皆さまが株主であり
投資家である

地域の人々に
支持されている企業

後継者問題の解消

地域新聞社のアライアンス
などグループのリソースを
活用できる

上場会社のグループという
信頼を活用した資金調達

後継者問題の解消

相続問題の解消 ※後述

上場会社の大株主になる事で
プレゼンスが維持できる

グループ企業の業績が
向上すると金融資産が増加

地域共創プラットフォームの実現

StrategicPlan ⅥWhy上場？？？06



A社

地域新聞社グループ

A社社長

株価が上がる
連結業績が
上がる

業績が上がる

完璧な正のスパイラル

地域新聞社の大株主

StrategicPlan ⅥWhy上場？？？06



StrategicPlan ⅥWhy上場？？？06

上場株のメリットを駆使

上場会社の株式 非上場会社の株式

①自由にいつでも売買できる

②価値（＝時価）が明確

売買価格の合意が容易

①売買が困難（譲渡制限）

②価値（＝時価）が不明瞭

売買価格の合意が困難

何通りもの算定指標により
大きく左右されてしまうことも…

・証券取引所で扱われない

株の流動性が高い 株の流動性がない

・・



StrategicPlan ⅥWhy上場？？？06

後継社長に売却する

相続人に分散する

後継社長

A社株

※非上場株

100％

相続された後も
売却が難しい

未上場企業の株式の取引は
所有者間で直接行われる

A社株

※非上場株

A社株

※非上場株

A社株

※非上場株

40％ 30％ 30％
Bさん Cさん Dさん

Bさん
40％

Cさん
30％

Dさん
30％

A社株

orA社オーナー社長

A社株

※非上場株

100％

相続問題の現状

売買金額の手当てに苦心
再売却が困難
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相続が生じた株式

A社 A社

経営者 会社所有者

A社社長＝A社の大株主

経営者＝会社所有者

経営者≠会社所有者

相続

後継社長

相続人
Bさん

相続人
Cさん

相続人
Dさん 40％

30％

30％

A社株

A社株

A社株

A社株A社株

※意見が強いのは会社所有者（株主）
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相続問題の解消

相続人に分散する

上場企業である地域新聞社の一株主になる
上場株なので不要になったら売却し換金できる

地域新聞社株

※上場株

40％
地域新聞社株

※上場株

30％
地域新聞社株

※上場株

30％
Bさん Cさん Dさん

A社オーナー社長

地域新聞社株

※上場株

100％

地域
新聞社
株

■その他の株主

■Bさん
■Cさん

■Dさん

非上場株を上場株と交換することで①株の価値も明確となり、
②売買も容易となるため、相続時のトラブルを軽減することが出来る
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当社が目指したい到達点、
ありたい姿

当社の存在意義
（当社でなければならない理由）

ビジョン

パーパス

パーパスとは？ビジョンとの違い
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Why上場？の答え

地域の人と人をつなぎ
あたたかい地域社会を創る

地域共創プラットフォーム

ビジョン
ミッション

パーパス

例のないユニークなパーパス
“地域共創プラットフォームの実現”
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①第 2Q 実績

②通期計画の再策定
　・エビデンス
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①第 2Q 実績

②通期計画の再策定
　・エビデンス

F i n a n c i a l s

07



13,357千円

6,250千円
累計経常利益

累計営業利益

上期の実績・結果

StrategicPlan ⅥFinancials-①第 2Q実績07

上期

34,356千円

34,083千円
経常利益

営業利益

2月



2025 年８月期上期実績

閑散期となる第２Q は、季節要因による広告需要の減少に加え、将来
のために先行投資（システムや人材、業務提携に関連する費用）を断
行するために期首計画では営業損失を見込む

中大口獲得にリソースを集中する方針を継続し、売上高は前期を上回
り、特に折込チラシ配布事業が好調。また、成長戦略の核となるアラ
イアンスも順調に進捗しており、今期累計で 53,982千円の売上創出

その結果、第２Q 終了時点での営業利益は 13,357 千円。第２Q単体
での営業利益は損益分岐点に近い水準での黒字ではあるが、先行投
資と黒字確保の両立という当社の明確な意思決定によるもの

■

■

■

StrategicPlan ⅥFinancials-①第 2Q実績07
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F i n a n c i a l s

07

①第 2Q 実績

②通期計画の再策定
　・エビデンス



通期計画の当初ストーリー

年間トレンドは「上期＜下期」
（選挙や別冊の発行などにより）

その上で将来のための必要な先行投資を惜しむことなく断行

上期をブレークイーブンで乗り切り、下期で利益積み上げ

■

■

■

StrategicPlan ⅥFinancials-②通期計画の再策定07



70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

-10,000

-20,000

千円

【経常利益】
2025 年８月期　通期計画（期首）

※（カッコ）は単月実績
※毎年 8月は季節要因や夏季休暇に伴う休刊の影響で営業損失が大きくなる傾向にあります

-2,654 -4,769

8,501

-9,282

-5,411

851

17,148

35,676

43,363

55,559

61,213

31,695

（-29,518）

（5,653）

（12,196）

（7,687）

（18,528）

（16,297）

（6,261）

（3,871）

（-17,783）
（13,269）

（-2,115）
（-2,654）

2024 年
9月 10月 11 月 3月 4月 5月 6月 7月 8月12 月

2025 年
1 月 2 月

StrategicPlan ⅥFinancials-②通期計画の再策定07



【経常利益】
4Qの黒字化を目指し、通期計画の再策定

計画（期首）

1Q 2Q 4Q 計

上期実績
＋

下期計画（期首）

9

5

▲ 8
1

▲ 12
▲ 12

32

37

3Q

43

43

※1 ※2 単位：百万円

※通期計画の最終調整を実施しており、4/15（火）～4/18（金）の期間中に修正計画を公表予定です

上期実績
＋

下期計画（修正）
5 1

■下期計画 再策定中

策定中

StrategicPlan ⅥFinancials-②通期計画の再策定07
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F i n a n c i a l s

07

①第 2Q 実績

②通期計画の再策定
　・エビデンス



※1 【経常利益】2Q月別実績

計画

12月 2月 計

実績

▲ 18

▲ 31

6
34

▲ 8

1

1月

4

▲ 2

単位：百万円

■予定外のActionPlan（ハピネス/キャンペーン/BtoB営業）を打ち、
　2月単月を＋34百万円の黒字実績で着地。2Qの赤字を回避

StrategicPlan ⅥFinancials-②通期計画の再策定-エビデンス07



上期にまいた種が芽吹く下期

体制変更 計画策定手法を一新
下期計画を再策定

部門の言い値の合算値
＝全社計画

全社リソースを使って
実現出来る計画に

チェンジ

2月で実現した成功体験を、4Qから42 期へ向けていく

StrategicPlan ⅥFinancials-②通期計画の再策定-エビデンス07



※2 2Qに比べ 4Qへの準備期間は充分＝4Qを黒転へ

ActionPlan

人材事業 アライアンス 別冊新型クラウド
ファンディング

and more…

and more…and more…

期首においては具現化していなかった新規取り組みが数字貢献として
確認できつつあった2月。それを4Qで実施できれば黒字化が可能に

StrategicPlan ⅥFinancials-②通期計画の再策定-エビデンス07

アフルエント

発見たんけん



直近１年間の時価総額と株価

StrategicPlan ⅥFinancials-②通期計画の再策定-エビデンス07

1,030円

287円
株価最安値

株価最高値

19.0 億円

8.0 億円
最小時価総額

最大時価総額

現社長就任後（2024 年 2月7日～2025 年 4月9日現在）

※2024 年 3月 12 日（ライツ・オファリング実施前）

※2025 年 4月 7日



お問い合わせ先

TEL:047-485-1100　Mail: c.c@chiikinews.co.jp
株式会社 地域新聞社　コーポレートコミュニケーション室

本資料は当社に関してご理解いただくために作成したものであり、当社への投資勧誘を目的としておりません。また、本資料に含まれる将来の見通しや戦略に関する部分は、現
時点で入手可能な情報や進捗に基づき判断したものであり、不確定な要素を多分に含んでおります。実際の業績や連携等は、さまざまな要因の変化等により、現時点での見通
しから変更になる場合がありますことをご了承ください。本資料に記載されたデータには、当社が信頼に足りかつ正確であると判断した公開情報の引用が含まれておりますが、
当社がその内容の正確性・確実性を保証するものではありません。


